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二次草地における
希少野生植物の生育環境復元に向けた

環境評価マップの作成

小串重治・楠上輝彦・鎌田磨人（徳島大・工）

二次草地における希少野生植物の生育環境復元に向けた
環境評価マップの作成

１．調査地の概要・研究の背景、プロジェクトの紹介

２．研究成果報告

環境評価マップの作成

小串重治・楠上輝彦・鎌田磨人（徳島大・工）

ススキ・ミヤマクマザサと草本植物の種多様性の関係

３．まとめ

調査地の概要・研究の背景、
プロジェクトの紹介

調査対象地：徳島県東祖谷山村落合峠

四国

日本

標高約1600ｍの稜線部。
『徳島県観光案内マップ』
でススキ草地の名所
として紹介されていた。

落合峠

東祖谷山村

ススキ草地

1960年代

ミヤマクマザサ

現在

将来？

調査対象地の経年変化

ウラジロモミ、ダケカンバ
ブナ、ミズナラの侵入
樹林化の進行

植物相としては・・・1983年の総合学術研究で・・・・

徳島県版のレッドデータブック あるいは
全国版のレッドデータブック

掲載種 89種が確認記録がある

そのうち、草地性植物として
イワキンバイ、オオナンバンギセル
キツネノカミソリ、クルマユリ
ネバリノギラン、トモエソウ、
マツムシソウ、オミナエシ
ノビネチドリ等

の確認が報告されている。

出典：『落合峠周辺』（徳島県自然保護協会,1983） マツムシソウ
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過去の落合峠を知る学識者の意見では・・・・

クルマユリは絶滅？
マツムシソウ、リンドウ、タカネオトギリ
ヤマラッキョウ、シモツケソウ等の

草地性植物の個体数は激減した

リンドウ ヤマラッキョウ

シモツケソウ

稜線部のススキ草地の消失に
伴って生じる問題

• 草地性生物の生息地
の減少．

• 資源としてのカヤ（スス
キ）および技術の喪失．

• 観光資源としての価値
の低下．

国指定・重要文化財 「小采家住宅」 （東祖谷山村菅生）

マツムシソウ
徳島県RDB
絶滅危惧I類

ススキ草地の復元・維持管理、
環境・観光資源として利活用
を念頭に置いた地域の活性化
の支援

ススキ草地の目標像を明確にした上で
実現可能な管理指針の検討する必要がある

＜落合峠をモデル地区として多様な視点からの研究展開＞

研究成果の統合・住民と合意形成を図りつつ、

実現可能な計画策定→実証→計画論の確立

・風景・景色としての価値
・草地はいつ頃成立したのか？
・植生の変化方向の解明、草地の消失速度の推定
・火入れや採草が生物多様性の維持に果たす役割
・ミヤマクマザサ・ススキと生物多様性の関係
・各種計画検討のため・・・・環境評価マップの作成

二次草地の保全に向けた施策立案のための

学際的・保全生態学的プロジェクト

ススキ・ミヤマクマザサと
草本植物の種多様性の関係

ススキ・ミヤマクマザサと草本植物の種多様性の
関係把握にあたっての仮説

ｽｽｷ

抑制

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻ

光環境

抑
制 ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻの繁茂状態により

草本植物の種多様性が規定される

草本植物
制限
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植生調査

2m×2mの方形区を設置
春季、夏季に各１回・110地点で実施

ミヤマクマザサ・ススキの生育実態調査
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特異地形除く

R2 = 0.4624

特異地形含む

R2 = 0.2154
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ミヤマクマザサとススキの関係

岩場や散策路周辺等の特異地形条件下を除き、
ミヤマクマザサはススキの生育を制限している

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻ

草本植物光環境

ｽｽｷ

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻおよびｽｽｷと光環境の関係

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻ

草本植物光環境

ｽｽｷ

ミヤマクマザサの
繁茂状態により
光環境が制限される
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秋：R2 = 0.7952

春：R2 = 0.7357
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草本植物と光環境の関係

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻ

草本植物光環境

ｽｽｷ

光環境により
草本植物の種多様性
が制限される
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ミヤマクマザサと草本植物の関係

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻ

草本植物光環境

ｽｽｷ

ミヤマクマザサの繁茂状態により
草本植物の種多様性が規定される

y = -6.5668Ln(x) + 30.909
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ミヤマクマザサの繁茂
状態から草本性植物の
多様性を推定する
ことができる

ススキ・ミヤマクマザサと草本植物の種多様性の
関係と環境評価マップへの展開の可能性

ｽｽｷ
抑制

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻ

光環境

抑制
ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻの繁茂状態により

草本植物の種多様性が規定される

草本植物
制限

希少野生植物の生育環境復元
に向けた環境評価マップの作成
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環境評価マップ作成にあたっての仮説・考え方

『現地調査結果～種多様性ランク
～既存の環境指標』
を統合化する

草本植物の種多様性を
環境評価マップとして

整理する

草本植物の種多様性

類型化

環境指標

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻ
Index

関連性を抽出・
推定手法を検討

目的変数
ミヤマクマザサIndex

説明変数の設定
●既存情報から算出が可能な
環境指標を採用することを前提
＜10ｍDEMデータの利用＞

(1)北風指数、南風指数
冬季、夏季に卓越する風当りに
よるミヤマクマザサの生長抑制
を想定して設定。

(2)地形指数
湿性状態を適切に示すことが知
られる。ミヤマクマザサの生長
を促進させる要因として設定。

環境指標によりミヤマクマザサの繁茂状態を推定

環境指標

草本植物
の種多様性ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻIndex

環境評価マップ
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目的変数
ミヤマクマザサIndex

説明変数
北風指数、南風指数、地形指数

環境指標によりミヤマクマザサの繁茂状態を推定

環境指標

草本植物
の種多様性

環境評価マップ

重回帰分析

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻIndex

=0.096×北風指数-0.214×南風指数
+7.666×地形指数+21.27

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻIndex

北風指数、南風指数、地形指数の３つ
の環境指標からミヤマクマザサIndex
が高い精度で推定できる

Sorensen's Coefficient
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ミヤマクマザサの繁茂状態と草本植物の種多様性の関係

植生調査結果

クラスター分析

クラスター区分の
特徴把握

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻの繁茂状態
と草本植物の種多様性

の関係の整理

環境指標

草本植物
の種多様性

環境評価マップ

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻIndex

ミヤマクマザサの繁茂状態と草本植物の種多様性の関係

クラスター区分を用いて、
草本植物の種多様性、および
ミヤマクマザサの繁茂状態の
類型化が可能
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環境指標による草本植物の種多様性の推定

ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻIndexは、
『現地調査結果～種多様性
ランク～既存の環境指標』
を統合化する指標として利
活用することができる

カテゴリ-
草本植物の種の
多様性ランク

出現種数
カテゴリー

1 1（高） 17種～

2 2 11～16種

3 3 ３～10種

4 4（低） ２種以下

現地調査結果・クラスター分析結果による類型化

ミヤマクマザサIndex

環境指標
より算出

ｲﾀﾄﾞﾘ、ｲﾖﾌｳﾛ等がわずかに混生

主な出現種

ｲﾖﾌｳﾛ、ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ、ｲﾌﾞｷﾄﾗﾉｵ、
ﾊｸｻﾝｼｬｼﾞﾝ、ﾘﾝﾄﾞｳ、ﾎｿﾊﾞｼｭﾛｿｳ、
ｲﾁﾔｸｿｳ、ﾋｶｹﾞﾉｶｽﾞﾗ、ﾄｹﾞｱｻﾞﾐ、
ﾀｶﾈｵﾄｷﾞﾘ、ﾏﾂﾑｼｿｳ、ﾈﾊﾞﾘﾉｷﾞﾗﾝ等

ｲﾖﾌｳﾛ、ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ、ｲﾌﾞｷﾄﾗﾉｵ、
ﾊｸｻﾝｼｬｼﾞﾝ、ﾘﾝﾄﾞｳ、ﾎｿﾊﾞｼｭﾛｿｳ等

ｲﾀﾄﾞﾘ、ｲﾖﾌｳﾛ、ﾄｳｹﾞｼﾊﾞ、ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｶﾏ等
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精度検証の結果、草本植物の種多様性評価の正答率は
70.4％であった。多様性ランクー２、３の取り扱いにつ
いて留意が必要であるものの、高精度で種の多様性が推
定できる環境マップが作成できたと評価できる。

環境評価マップの作成・精度の検証

・ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻの繁茂状態が草本植物の種多様性を規定
している

・ﾐﾔﾏｸﾏｻﾞｻIndexは、
『現地調査結果～種多様性ランク～既存の環境指標』
を統合化する指標として利活用することができる

まとめ

→精度向上に係わる課題はある
しかしながら、1/5,000～1/10,000程度のスケールの
住民参加型の自然再生に係わるプロジェクトに利活用
できる環境評価マップを作成することができた

事例：ススキ草地の復元、草地性植物の保全にはミヤマクマザサ
の繁茂を抑制するための人為管理が不可欠

試験的な取り組みを展開する場合は？

御静聴ありがとうございました


